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「
鬼
の
金
剛
」
で
悪
霊
追
っ
払
い

地
区
民
ら
入
り
口
に
譲
り
渡
し

悪
霊
を
追
い
払
い
地
区
の
安
全
を
願
う
「
鬼
の
金
剛
」
の
行
事
が
一
月
十
六
日
、
上
浮
穴

郡
面
河
村
の
六
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

こ
の
行
事
は
、
地
区
の
人
々
が
組
長
の
家
に
集
ま
り
、
わ
ら
で
大
草
履
や
わ
ら
す
ぼ
弁

当
、
縄
な
ど
を
作
り
、
地
区
の
入
り
口
の
谷
に
渡
し
て
悪
霊
を
退
散
さ
せ
る
も
の
で
、
年
明

け
か
ら
十
五
日
間
禁
じ
ら
れ
て
い
た
鐘
、
太
鼓
を
使
っ
た
念
仏
も
同
日
か
ら
お
お
っ
ぴ
ら
に

唱
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
他
地
域
で
は
「
念
仏
の
口
あ
け
」
と
か
「
お
目
待

ち
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

同
村
渋
革
下
里
戌
で
は
、
明
治
時
代
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
終
戦
前
後
の
数
年

問
途
絶
え
て
い
た
。
そ
れ
が
二
十
六
年
ご
ろ
か
ら
復
活
、
今
に
至
っ
て
い
る
。

同
日
も
朝
か
ら
組
長
の
土
居
雅
俊
さ
ん
(
五
三
)
方
に
同
地
区
の
世
帯
主
五
人
が
集
ま

り
、
手
分
け
し
て
大
草
履
、
わ
ら
す
ぼ
、
縄
を
作
る
作
業
に
挑
戦
。
こ
の
う
ち
大
草
履
を

編
ん
だ
の
は
古
老
の
菅
茂
松
さ
ん
(
七
六
)
。
大
草
履
を
作
る
の
は
難
し
く
、
同
地
区
で
編
む

こ
と
が
で
き
る
の
は
菅
さ
ん
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

完
成
し
た
も
の
を
前
に
全
員
で
地
区
の
安
全
を
祈
っ
て
鐘
と
太
鼓
で
念
仏
を
唱
え
た

あ
と
、
二
本
の
縄
に
十
六
人
分
の
竹
著
を
通
し
、
両
端
に
大
草
履
と
ご
飯
と
石
を
入
れ
た

わ
ら
す
ぼ
弁
当
を
く
く
り
付
け
て
、
地
区
の
入
り
口
の
谷
に
張
り
渡
し
た
。
大
草
履
と
石

入
り
ご
飯
で
悪
霊
を
脅
か
し
追
い
払
お
う
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

(
昭
和
0
0
年
1
月
1 

7
日
)

大きな「足中草履」をわらで編む菅さん

ド
ラ
ム
缶
で
堅
炭
作
り

自
給
用
、
出
来
栄
え
見
事

本
格
的
な
堅
炭
が
簡
単
に
作
れ
ま
す
-
。
上
浮
穴
郡
面
河
村
本
組
、
西
森
盛
道
さ

ん
(
四
八
)
は
、
ド
ラ
ム
缶
を
利
用
し
た
自
家
製
炭
焼
き
窯
を
裏
庭
に
作
り
、
自
宅
で
使
う
炭

を
自
給
し
て
い
る
。

西
森
さ
ん
は
二
十
年
ほ
ど
前
、
林
業
の
仕
事
で
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
に
滞
在
。

灯
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
な
い
所
で
、
な
ん
と
か
燃
料
を
確
保
し
よ
う
と
、
ド
ラ
ム
缶
で
仲
間

四
人
と
炭
作
り
を
思
い
つ
い
た
。
こ
の
時
、
や
っ
て
み
る
と
思
い
の
ほ
か
う
ま
く
ゆ
き
、
暖
房

や
料
理
に
大
い
に
利
用
し
た
経
験
を
持
つ
。
故
郷
の
面
河
村
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
十
五
年

前
に
一
度
ド
ラ
ム
缶
で
炭
作
り
を
待
っ
た
が
、
今
年
再
び
思
い
つ
い
て
自
家
製
窯
を
作
っ
た

も
の
。

窯
作
り
に
か
か
る
時
間
は
一
人
で
約
二
時
間
。
炭
は
三
十
⊥
二
十
五
時
間
で
出
来
上
が

る
。
原
木
は
ナ
ラ
、
サ
ク
ラ
の
ほ
か
カ
キ
、
ユ
ズ
、
モ
モ
な
ど
を
使
い
一
回
で
十
五
㌔
の
立
派
な

炭
が
と
れ
る
。

(
昭
和
0
0
年
2
月
1
日
)
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1985-1989暮らし

ク
ラ
ブ
繕
成
コ
イ
供
養

愛
好
者

釣
り
マ
ナ
ー
も
訴
え
る

釣
り
上
げ
た
コ
イ
の
霊
を
慰
め
、
釣
り
場
の
ル
ー
ル
を

守
ろ
う
- 

。
四
月
二
十
九
日
、
上
浮
穴
郡
面
河
村
笠

方
の
面
河
ダ
ム
で
愛
好
者
ら
が
「
コ
イ
供
養
」
と
「
面
河

ダ
ム
鯉
釣
り
ク
ラ
ブ
」
の
結
成
式
を
行
な
っ
た
。

釣
り
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
同
郡
久
万
町
下
畑
野
川

の
徳
田
吉
助
さ
ん
(
五
二
)
ら
十
人
は
、
釣
り
場
の
環
境
を

良
く
し
、
ト
ラ
ブ
ル
な
し
に
釣
り
を
楽
し
め
る
よ
う
に
と
、

ク
ラ
ブ
(
徳
田
吉
功
会
長
)
を
結
成
、
合
わ
せ
て
自
分
た

ち
が
釣
っ
て
楽
し
む
コ
イ
を
供
養
す
る
こ
と
に
し
た
。

同
日
は
地
元
の
人
た
ち
数
人
も
招
き
、
湖
岸
に
し
っ

ら
え
た
祭
壇
の
前
で
、
釣
り
仲
間
で
も
あ
る
藤
原
栄
進

薬
師
寺
副
住
職
(
面
河
村
渋
草
)
が
お
経
を
あ
げ
て
コ
イ

の
霊
を
慰
め
た
。
そ
の
あ
と
食
事
を
し
な
が
ら
釣
り
仲

間
や
地
元
の
人
と
の
親
ぼ
く
を
深
め
た
。

(
昭
和
0
0
年
5
月
1
日
)

今
は
な
き
古
里
に
酔
う

過
疎
化
の
激
し
い
上
浮
穴
郡
面
河
村
笠
方
地
区
で

七
月
十
四
日
、
地
区
を
出
て
い
っ
た
人
と
地
元
の
人
た
ち

が
一
堂
に
集
ま
る
「
笠
方
同
郷
会
」
が
開
か
れ
、
再
会
の
喜

び
に
浸
っ
た
り
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

以
前
、
同
地
区
は
村
内
で
一
番
大
き
く
、
人
口
も
二
百

戸
、
千
人
近
く
い
た
が
、
三
十
八
年
面
河
ダ
ム
が
完
成
し

て
、
友
田
、
松
原
、
下
向
な
ど
六
集
落
が
水
没
す
る
と
、
八

十
四
世
帯
、
三
百
八
十
人
が
村
外
に
転
出
、
以
後
も
人

口
減
が
続
い
た
。
現
在
、
約
四
十
戸
、
百
人
足
ら
ず
が
住

む
だ
け
と
な
っ
た
。

同
郷
会
は
、
も
と
も
と
終
戦
後
の
二
十
二
年
こ
ろ
、
村

外
に
出
て
い
た
人
た
ち
が
帰
村
、
青
年
団
の
伊
藤
正
さ

ん
(
五
八
)
=
松
山
市
櫓
味
町
、
木
材
業
=
ら
が
中
心
に
な

っ
て
呼
び
か
け
、
開
い
た
の
が
最
初
。
お
年
寄
り
や
若
い
人

も
参
加
さ
せ
よ
う
と
、
五
十
四
年
か
ら
笠
方
同
郷
会
と

し
て
毎
年
開
い
て
い
る
。

(
昭
和
0
0
年
1
月
1 

6
日
)

山
の
下
刈
り
で
活
動
費
稼
ぎ

上
浮
穴
郡
面
河
村
農
業
後
継
者
協
議
会
(
光
田
優

会
長
、
八
人
)
は
十
六
日
、
村
内
の
植
林
地
で
下
刈
り
を

し
た
。
下
刈
り
は
、
植
え
て
六
年
目
く
ら
い
ま
で
の
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
植
林
地
の
下
草
を
刈
り
取
る
作
業
だ
が
、
急
傾

斜
地
が
多
く
か
な
り
の
重
労
働
。
同
村
で
は
高
齢
化
が

特
に
進
み
、
山
持
ち
で
も
下
刈
り
を
す
る
余
裕
の
な
い

人
も
多
い
。

同
協
議
会
で
は
、
会
の
活
動
費
を
稼
ぎ
出
し
、
村
内

山
林
の
育
林
に
も
役
立
つ
一
石
二
鳥
の
効
果
を
狙
い
、
四

年
前
か
ら
作
業
を
請
け
負
っ
て
い
た
。
こ
の
日
は
後
継
青

年
と
協
力
者
な
ど
十
一
人
が
参
加
。
同
村
渋
革
の
四
年

生
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
植
林
地
一
・
八
㌶
で
作
業
し
た
。

(
昭
和
0
0
年
6
月
1
9
日
)

面河ダムで行われたコイ供養(面河村笠方市口)

再会を喜び合う笠方の人たち

急斜面での下刈り作業に汗を流す農業後継者協議会のメンバーたち
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「
マ
イ
タ
ケ
」
面
河
特
産
に

来
年
か
ら
生
産
着
手

四
国
初
の
施
設
栽
培

農
林
業
の
低
迷
と
過
疎
化
に
悩
む
上
浮
穴
郡
面
河

村
は
、
活
性
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
マ
ツ
タ
ケ
、
シ
イ
タ
ケ

と
並
び
日
本
三
大
高
級
キ
ノ
コ
と
い
わ
れ
る
マ
イ
タ
ケ
(
舞

茸
)
の
施
設
栽
培
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
生
産
者
組

織
も
発
足
し
て
準
備
作
業
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
栽
培
は
難
し
か
っ
た
が
、
ハ
イ
テ
ク
技
術
の
発

達
で
空
調
施
設
を
利
用
し
た
周
年
栽
培
が
可
能
に
な

り
、
生
産
、
消
費
量
と
も
年
々
増
え
て
い
る
。
四
国
で
は

ま
だ
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
。

面
河
村
で
は
、
村
内
に
自
生
も
あ
る
こ
と
か
ら
気
候

条
件
も
適
し
て
い
る
マ
イ
タ
ケ
に
目
を
つ
け
、
二
̃
三
年

前
か
ら
調
査
研
究
を
続
け
、
こ
の
ほ
ど
生
産
組
合
(
菅
祐

直
組
合
長
、
組
合
員
五
人
)
を
結
成
し
た
。
事
業
費
六
千

万
円
で
年
内
に
空
調
設
備
の
あ
る
施
設
(
四
百
平
方
㍍
)

を
造
り
、
来
年
初
め
か
ら
生
産
を
始
め
る
計
画
。

(
昭
和
6
3
年
4
月
1
4
日
)

味がよく、鍋物に最高といわれるマイタケ

さ
す
が
産
地
、
ヒ
ノ
キ
材
ふ
ん
だ
ん

面
河
村
森
林
組
合
新
事
務
所
で
き
る

上
浮
穴
郡
面
河
村
森
林
組
合
(
木
下
勲
組
合
長
、
組

合
員
六
百
一
人
)
の
新
し
い
事
務
所
が
完
成
、
六
月
十
八

日
落
成
式
が
行
な
わ
れ
る
。

昭
和
三
十
五
年
、
同
村
渋
草
に
建
て
ら
れ
た
旧
木
造

事
務
所
を
取
り
壊
し
て
建
て
替
え
た
。

同
村
の
ヒ
ノ
キ
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
木
造
二
階
建

て
。
敷
地
は
百
十
一
平
方
雷
、
延
べ
床
面
積
は
百
六
十
七

平
方
浩
。
一
階
に
は
事
務
室
、
組
合
長
室
、
更
衣
室
、
同
村

商
工
会
事
務
所
が
入
り
、
二
階
は
会
議
室
、
書
庫
を
備

え
る
。
総
事
業
費
は
千
三
百
九
十
七
万
円
。
十
八
日
の

落
成
式
に
は
関
係
者
約
八
十
五
人
が
出
席
、
午
前
十
時

か
ら
新
事
務
所
で
神
事
、
同
十
時
半
か
ら
村
住
民
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル
で
式
典
が
開
か
れ
る
。(

昭
和
0
0
年
6
月
1
4
日
)

成
人
式
で
郷
土
愛
誓
う

今
年
村
制
百
周
年
を
迎
え
る
上
浮
穴
郡
面
河
村
で

三
日
、
成
人
式
が
行
わ
れ
、
過
疎
に
負
け
ず
郷
土
を
愛

そ
う
と
誓
い
合
っ
た
。

同
村
は
人
口
千
三
百
人
足
ら
ず
で
、
昨
年
は
鉄
道
も

国
道
も
な
い
「
な
い
な
い
サ
ミ
ッ
ト
」
へ
の
参
加
で
話
題
を

呼
ん
だ
。
四
十
四
年
生
ま
れ
の
新
成
人
は
男
性
四
人
、

女
性
九
人
の
十
三
人
で
、
十
人
が
式
に
参
加
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
中
川
鬼
子
太
郎
村
長
は
、
「
政
治

へ
の
関
心
」
「
活
字
に
親
し
み
知
識
を
深
め
る
」
の
二
点

を
要
望
し
た
あ
と
、
「
や
る
気
の
あ
る
者
が
お
れ
ば
人
口

は
少
な
く
て
も
発
展
し
て
い
く
」
と
、
協
力
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
村
職
員
、
学
生
、
主
婦
な
ど
の
新
成
人
が

一
人
ず
つ
抱
負
を
述
べ
た
。

(
昭
和
6
4
年
1
月
5
日
)
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1985へ1989自然

面
河
に
も
本
格
製
材
所

キ
ノ
コ
栽
培
向
け
お
が
く
ず
生
産

上
浮
穴
部
面
河
村
に
同
村
森
林
組
合
(
木
下
勲
組

合
長
)
の
製
材
所
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
操
業
を
始
め
た
。

最
新
機
械
に
よ
る
製
材
の
ほ
か
、
キ
ノ
コ
栽
培
用
の
お
が

く
ず
を
製
造
す
る
も
の
で
、
低
迷
す
る
林
業
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

同
村
民
有
林
の
人
工
林
業
率
は
八
〇
%
に
達
し
、
戦

後
植
林
し
た
木
が
多
く
伐
期
を
迎
え
て
い
る
。
以
前
か

ら
木
材
加
工
施
設
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
同
村
の
生

産
組
合
が
近
く
始
め
る
高
級
キ
ノ
コ
・
マ
イ
タ
ケ
の
施
設

栽
培
用
に
、
お
が
く
ず
を
森
林
組
合
が
製
造
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
実
現
し
た
。
個
人
の
加
工
施

設
が
一
軒
あ
る
が
、
本
格
的
施
設
は
村
で
初
め
て
。

(
昭
利
6
3
年
n
月
1
2
日
)

参
拝
諦
念
の
台
細

石
鎚
山
お
山
開
き
で

上
浮
穴
郡
面
河
村
渋
革
、
面
河
郵
便
局
(
中
川
良
夫

局
長
)
内
の
面
河
郵
趣
会
は
、
七
月
一
日
か
ら
の
石
鎚
山

お
山
開
き
(
十
日
ま
で
)
を
記
念
し
て
、
切
手
五
枚
(
二
百

円
分
)
に
一
日
付
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
参
拝
記
念
台
紙

五
百
部
を
作
成
、
一
部
二
百
円
で
販
売
し
て
い
る
。

同
郵
趣
会
の
記
念
台
紙
発
売
は
、
石
鎚
山
の
標
高
に

ち
な
ん
だ
五
十
七
年
(
一
九
八
二
年
)
が
最
初
。
こ
の
時
は

五
千
部
を
発
売
し
、
好
評
の
う
ち
に
売
り
尽
く
し
た
。

今
回
は
二
回
目
で
、
今
後
毎
年
お
山
開
き
期
間
中
に

発
売
す
る
計
画
。
ま
た
同
郵
便
局
は
、
六
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
終
点
土
小
屋

に
、
面
河
郵
便
局
土
小
屋
臨
時
出
張
所
を
開
設
し
、
郵

便
物
の
引
き
受
け
や
、
切
手
は
が
き
の
販
売
、
記
念
押
印

を
行
う
。

(
昭
和
飢
年
1
月
4
日
)

釣
り
ど
さ
で
す

上
浮
穴
郡
地
方
で
、
こ
れ
か
ら
五
月
の
連
休
に
か
け
て

ア
メ
ノ
ウ
オ
(
ア
マ
ゴ
)
釣
り
の
本
番
に
入
る
。
石
鎚
の
清

流
郷
と
う
た
わ
れ
る
面
河
村
で
も
、
ア
メ
ノ
ウ
オ
釣
り
の

太
公
望
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
始
め
た
。

ア
メ
ノ
ウ
オ
釣
り
の
釣
り
場
は
広
範
囲
で
、
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
の
ふ
も
と
の
関
門
以
北
の
通
天
橋
か
ら
赤
石
河
原

ま
で
の
鉄
砲
石
川
。
も
う
一
つ
は
通
天
橋
か
ら
御
来
光
の

滝
ま
で
の
両
河
川
本
流
で
も
狙
え
る
。
い
ず
れ
も
、
新
緑

が
い
っ
ぱ
い
。
週
末
な
ど
弁
当
持
参
で
、
さ
わ
や
か
な
フ
ァ

ミ
リ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
が
楽
し
め
る
。(

昭
和
0
0
年
4
月
1
9
日
)

完成した面河村森林組合の製材所

面河郵趣会が販売している石鎚山参拝記念台紙

新緑がいっぱいの清流。さわやかな面河渓谷のアメノウオ釣り(若山)
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御
来
光
の
滝

苦
心
の
測
量

西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
(
一
、
九
八
二
㍍
)
南
斜
面

を
源
と
し
、
上
浮
穴
郡
の
ほ
と
ん
ど
の
水
を
集
め
て
高

知
県
に
入
り
、
土
佐
湾
・
太
平
洋
に
注
ぐ
川
が
仁
淀
川

で
あ
る
。
源
流
か
ら
両
県
県
境
ま
で
を
両
河
川
と
呼
ん

で
い
る
。
流
域
は
四
国
山
地
の
比
較
的
多
雨
地
帯
で
、
水

量
豊
富
な
川
だ
っ
た
が
、
面
河
ダ
ム
の
取
水
や
下
流
で
の

発
電
所
、
ダ
ム
建
設
な
ど
開
発
が
進
み
、
昔
の
面
影
は
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
県
内
有
数
の
清
流
の
魅
力

で
、
自
然
探
勝
や
観
光
、
渓
流
釣
り
に
と
愛
さ
れ
続
け
て

い
る
。両

河
川
の
長
さ
は
四
十
九
㌔
で
県
内
四
位
、
流
域
面

積
は
六
百
平
方
㌔
で
肱
川
に
次
い
で
二
位
と
い
う
大
河

川
だ
。
主
な
支
流
に
割
石
川
、
直
瀬
川
、
久
万
川
、
黒
川

な
ど
が
あ
る
。
ち
な
み
に
仁
淀
川
全
体
で
は
長
さ
百
二

十
四
㌔
で
四
国
で
四
位
、
流
域
面
積
は
千
五
百
六
十
平

方
キ
ロ
で
吉
野
川
、
渡
川
に
次
い
で
三
位
と
い
う
位
置
に
あ

る
。面

河
川
を
県
境
か
ら
逆
に
た
ど
る
と
柳
谷
村
、
美
川

村
を
へ
て
面
河
村
に
入
り
、
面
河
渓
本
流
に
至
る
。
本
流

を
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
と
標
高
千
二
百
̃
千
三
百
㍍
前

後
の
と
こ
ろ
に
御
来
光
の
滝
が
あ
り
、
そ
の
上
は
わ
ず
か

一
㌔
足
ら
ず
で
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

「
幽
谷
や
知
ら
で
過
ぎ
た
る
瀧
幾
つ
」

医
師
で
、
俳
人
だ
っ
た
故
酒
井
黙
禅
が
、
面
河
渓
の
神

秘
的
な
美
し
さ
を
詠
ん
だ
旬
で
、
昭
和
六
年
大
阪
毎
日

新
聞
社
が
募
集
し
た
「
日
本
新
名
勝
俳
句
」
に
最
高
位

で
入
賞
し
た
。
し
か
し
、
美
し
か
っ
た
滝
の
多
く
が
原
生

林
の
伐
採
や
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
工
事
の
影
響
な
ど
で
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
な
か
で
御
来
光
の
滝
は
、
面
河
渓
一
の
名
滝
と
い

わ
れ
る
姿
を
保
っ
て
い
る
。
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
長
尾
尾
根
展

望
台
か
ら
の
ぞ
む
と
、
圧
倒
的
な
石
鎚
の
山
容
の
中
ほ

ど
に
糸
の
よ
う
に
細
い
筋
と
な
っ
て
見
え
、
真
昼
に
は
太

陽
光
を
反
射
し
て
白
く
輝
く
。

御
来
光
の
滝
は
二
段
に
な
っ
て
お
り
、
高
さ
に
つ
い
て
は

四
十
一
㍍
(
村
誌
)
、
八
十
七
㍍
(
愛
大
山
岳
会
編
『
愛
媛

の
山
と
渓
谷
』
)
な
ど
諸
説
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
五
十
八

年
十
一
月
、
村
上
節
太
郎
愛
大
名
誉
教
授
(
地
理
学
)
、

村
職
員
ら
が
実
地
調
査
を
行
っ
た
。

滝
へ
の
ぼ
る
川
沿
い
の
道
が
荒
れ
て
い
る
た
め
、
石
鎚

登
山
道
愛
大
小
屋
付
近
か
ら
村
職
員
二
人
が
滝
ま
で

下
り
、
滝
の
真
上
か
ら
テ
ー
プ
に
重
り
を
つ
け
て
下
ろ
し

て
長
さ
を
測
っ
た
。
そ
の
結
果
、
滝
は
二
十
三
㍍
の
上
段

に
四
十
一
㍍
の
下
段
が
連
続
し
て
お
り
、
合
計
六
十
四
㍍

と
判
明
し
た
。

測
量
に
あ
た
っ
た
菅
努
さ
ん
(
三
五
)
=
現
む
ら
お
こ
し

対
策
課
=
は
「
滝
の
上
か
ら
下
を
の
ぞ
く
と
、
上
段
の
滝

つ
ぼ
が
見
え
た
。
山
道
を
う
回
し
て
滝
の
下
へ
回
る
と
、

岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
小
さ
な
滝
つ
ぼ
に
な
っ
て
い
た
」
と
当

時
の
様
子
を
思
い
出
す
。

(
昭
和
6
3
年
5
月
2
4
日
)
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1985-1989観光

面
河
涙
と
観
光

明
治
に
初
の
探
勝
団

「
白
雲
の
た
な
び
く
峯
に
き
て
み
れ
ば

伊
予
の
高

嶺
の
麓
な
り
け
り
」

江
戸
天
明
年
間
(
一
七
八
一
̃
八
八
年
)
ご
ろ
、
松
山
藩

山
林
奉
行
の
加
藤
勘
介
が
踏
査
に
来
て
残
し
た
こ
の
歌

が
、
両
河
川
最
上
流
の
面
河
渓
が
文
献
に
現
れ
る
最
初

と
い
わ
れ
る
。
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明

治
以
後
で
、
当
地
の
小
学
校
教
師
石
丸
富
太
郎
(
温
泉

郡
重
信
町
出
身
)
が
、
海
南
新
聞
に
熱
心
に
投
稿
し
て

渓
谷
美
を
紹
介
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

熱
意
に
応
え
明
治
四
十
二
年
、
松
山
の
詩
人
、
画
家
、

登
山
家
ら
に
よ
る
「
面
河
探
勝
団
」
が
組
織
さ
れ
、
徒
歩

で
川
内
か
ら
黒
森
峠
を
越
え
て
両
河
川
に
入
っ
た
。
初
の

観
光
団
に
、
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
村
民
総
出
で
歓
迎
し

た
と
い
う
。
紀
行
文
が
海
南
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
、

ぼ
つ
ぼ
つ
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
空
船
橋
、

蓬
莱
渓
な
ど
探
勝
団
の
命
名
が
今
に
残
っ
て
い
る
。

大
正
末
に
児
童
文
学
者
巌
谷
小
波
、
昭
和
初
め
に
歌

人
吉
井
勇
ら
が
訪
れ
、
よ
う
や
く
全
国
的
に
有
名
に
な

り
、
昭
和
八
年
に
文
部
省
は
「
ま
れ
に
見
る
渓
谷
美
」
と

し
て
国
の
名
勝
(
文
化
財
)
に
指
定
し
た
。
こ
れ
を
機
会

に
村
名
は
、
柵
川
村
か
ら
面
河
村
に
改
称
。
三
十
年
石

鎚
国
定
公
園
、
四
十
四
年
面
河
自
然
休
養
林
な
ど
次
々

に
指
定
を
受
け
た
。

原
生
林
が
う
っ
そ
う
と
茂
る
な
か
、
急
流
と
な
り
淵
と

な
る
変
化
の
妙
、
真
っ
白
な
河
床
と
青
く
澄
ん
だ
水
の

対
比
…
…
。
「
小
規
模
な
が
ら
関
西
で
最
も
優
れ
た
渓

谷
」
と
評
さ
れ
た
面
河
渓
は
、
村
の
最
重
要
観
光
資
源

と
な
っ
た
。

面
河
渓
を
訪
れ
る
観
光
客
は
年
間
二
十
五
万
人
前

後
。
入
り
口
の
関
門
に
は
ホ
テ
ル
や
村
営
観
光
セ
ン
タ
ー
、

五
色
河
原
付
近
に
は
村
営
国
民
宿
舎
「
面
河
」
や
渓
泉

事
が
あ
る
。
村
内
の
観
光
産
業
収
入
は
約
十
億
円
で
、

建
設
業
の
約
十
五
億
円
に
次
ぐ
基
幹
産
業
だ
。

し
か
し
、
車
社
会
の
進
展
で
マ
イ
カ
ー
客
が
増
え
、
紅

葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
車
が
渋
滞
し
て
あ
ふ
れ
か
え
る
ほ
ど
。

そ
れ
に
伴
い
観
光
形
態
も
変
わ
っ
て
き
た
。
じ
っ
く
り
時

間
を
か
け
て
自
然
を
探
勝
す
る
よ
り
も
、
五
色
河
原
付

近
だ
け
を
見
て
短
時
間
で
引
き
揚
げ
る
人
が
多
く
な
っ

た
。
こ
れ
で
は
面
河
渓
の
本
当
の
良
さ
は
分
か
ら
な
い
。

渓
谷
を
眺
め
る
遊
歩
道
が
「
渓
泉
亭
」
か
ら
奥
へ
続
い

て
い
る
が
、
蓬
莱
渓
や
紅
葉
河
原
で
弁
当
を
広
げ
る
グ
ル

ー
プ
は
い
て
も
、
と
う
と
う
と
滝
が
流
れ
落
ち
、
男
性
的

な
景
観
を
誇
る
下
熊
淵
や
上
熊
淵
の
方
ま
で
足
を
延

ば
す
人
は
少
な
い
よ
う
だ
。

ま
た
両
河
川
本
流
や
支
流
の
鉄
砲
石
川
を
眼
下
に
の

ぞ
み
、
石
鎚
山
頂
を
眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
パ
ノ
ラ
マ
歩

道
(
二
ハ
㌔
)
も
登
る
人
は
ま
れ
だ
。

一
方
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
来
た
人
で
、
渓
谷
に
入
る
の
は
半

分
以
下
。
こ
う
し
た
人
を
渓
谷
へ
引
き
つ
け
る
と
と
も

に
、
渓
谷
で
の
滞
在
時
間
を
長
く
し
た
い
と
、
村
で
は
渓

谷
内
へ
の
駐
車
場
や
遊
園
地
、
植
物
園
の
新
設
、
遊
歩
道

の
整
備
な
ど
を
し
た
い
考
え
だ
が
、
各
種
の
制
約
が
あ
り

実
現
は
容
易
で
は
な
い
。

(
昭
和
6
3
年
5
月
2
5
日
)

国民宿舎「面河」
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1985へ1989開発

面
河
ダ
ム

地
元
犠
牲
、
過
疎
に
拍
車

両
河
川
支
流
の
割
石
川
に
建
設
さ
れ
た
農
林
省
の

面
河
ダ
ム
は
、
川
の
様
相
を
大
き
く
変
え
た
。
本
支
流
合

わ
せ
た
両
河
川
か
ら
の
取
水
で
、
同
川
上
流
の
水
量
が

何
分
の
一
に
も
減
り
、
観
光
、
漁
業
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
た
。
ま
た
笠
方
地
区
の
水
没
で
面
河
村
の
過
疎
化
が

進
む
な
ど
、
地
元
の
犠
牲
も
大
き
か
っ
た
。

束
中
予
に
ま
た
が
る
道
前
道
後
平
野
は
、
雨
量
の
少

な
い
瀬
戸
内
式
気
候
で
た
び
た
び
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ

て
い
た
。
こ
の
た
め
「
虹
の
用
水
」
と
い
わ
れ
る
道
前
道

後
水
利
総
合
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

ダ
ム
は
標
高
六
八
〇
㍍
の
笠
方
に
設
け
ら
れ
、
両
河

川
本
流
(
面
河
渓
)
と
、
支
流
の
鉄
砲
石
川
、
坂
瀬
川
、
妙

谷
川
、
割
石
川
か
ら
毎
秒
最
大
十
五
ト
ン
(
年
平
均
の
実

績
は
毎
秒
約
二
・
五
ト
ン
)
を
取
水
。
昭
和
三
十
八
年
か
ら

貯
水
を
開
始
し
た
。

ダ
ム
の
総
貯
水
量
は
二
千
八
百
三
十
万
ト
ン
で
、
道
前

道
後
平
野
の
水
田
、
樹
園
地
に
約
三
千
二
百
万
ト
ン
(
六

̃
十
月
)
の
農
業
用
水
と
、
松
山
・
松
前
地
区
の
臨
海
工

業
地
帯
に
一
日
最
大
十
万
六
千
ト
ン
の
工
業
用
水
を
供
給
。

さ
ら
に
分
水
途
中
の
落
差
を
利
用
し
て
最
大
出
力
二
万

五
千
百
㌔
㍗
の
発
電
を
し
て
い
る
。
工
業
用
水
、
発
電
は

県
営
。

こ
の
事
業
の
お
か
げ
で
、
両
平
野
は
深
刻
な
水
不
足
か

ら
解
放
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
た
だ

地
元
面
河
村
に
と
っ
て
は
、
「
マ
イ
ナ
ス
だ
け
で
、
い
い
こ
と

は
一
つ
も
な
か
っ
た
」
(
中
川
鬼
子
太
郎
村
長
)
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。

両
河
川
本
流
と
鉄
砲
石
川
が
合
流
す
る
面
河
渓
の

関
門
は
、
両
川
の
水
が
全
部
取
ら
れ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど

水
流
が
な
く
な
っ
た
。
「
水
が
と
う
と
う
と
流
れ
、
し
ぶ

き
が
飛
ん
で
近
寄
る
の
が
怖
い
く
ら
い
だ
っ
た
」
渓
谷
屈

指
の
景
勝
地
関
門
は
、
今
は
す
っ
か
り
水
量
が
減
っ
て
よ

ど
み
、
「
夏
に
は
青
い
藻
が
生
え
る
」
ま
で
に
な
っ
た
。

ま
た
国
民
宿
舎
下
手
の
本
流
に
設
け
ら
れ
た
取
水

擬
に
よ
っ
て
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
工
事
や
台
風
の
た
め
面
河

渓
に
入
り
込
ん
だ
土
砂
が
、
下
流
に
流
さ
れ
ず
に
揮
擬

し
、
面
河
渓
の
景
観
を
損
ね
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
ダ
ム
湖
に
沈
ん
だ
笠
方
地
区
は
、
村
一
番
の
穀
倉

地
帯
で
人
口
も
多
か
っ
た
。
先
祖
伝
来
の
土
地
を
失
う

住
民
の
気
持
ち
は
複
雑
だ
っ
た
が
、
当
時
は
「
国
の
方
針

に
逆
ら
う
な
ど
と
ん
で
も
な
い
」
と
い
う
時
代
。
「
面
河

方
式
」
と
呼
ば
れ
た
団
体
方
式
で
の
補
償
交
渉
は
ス
ム

ー
ズ
に
運
ん
だ
。

八
十
四
世
帯
三
百
八
十
人
が
補
償
金
を
も
ら
っ
て
松

山
な
ど
へ
出
た
。
「
そ
の
あ
と
が
問
題
だ
っ
た
」
と
中
川

村
長
。
松
山
へ
出
た
人
た
ち
が
「
仕
事
が
あ
っ
て
住
み
や

す
い
」
と
村
内
の
親
類
、
知
人
を
誘
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の
た

め
さ
ら
に
四
百
̃
五
百
人
が
村
を
出
て
、
過
疎
化
に
拍

車
が
か
か
っ
た
。
最
盛
期
五
千
人
だ
っ
た
人
口
は
、
現
在

千
三
百
人
を
切
っ
て
い
る
。

ダ
ム
に
よ
っ
て
年
間
約
千
二
百
万
円
の
交
付
金
が
村

に
入
る
が
、
「
こ
れ
ぐ
ら
い
も
ら
っ
て
も
何
に
も
な
ら
な

い
」
と
同
村
長
は
渋
い
顔
。
さ
ら
に
他
の
ダ
ム
に
比
べ
、
ダ

ム
周
辺
の
整
備
が
手
つ
か
ず
だ
っ
た
の
も
村
側
の
長
年
の

不
満
だ
っ
た
。

よ
う
や
く
本
年
度
に
な
っ
て
周
辺
整
備
計
画
を
県
が

打
ち
出
し
、
煮
詰
め
の
段
階
に
入
っ
た
。
ダ
ム
湖
の
上
流

付
近
に
公
園
、
駐
車
場
な
ど
を
整
備
す
る
案
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
同
ダ
ム
へ
は
観
光
客
、
釣
り
客
な
ど
が
年
間
一

万
人
ぐ
ら
い
訪
れ
て
お
り
、
整
備
に
よ
っ
て
同
地
区
が
活

気
づ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

満
々
と
水
を
た
た
え
る
面
河
ダ
ム
。
湖
底
に
は
面
河

村
の
穀
倉
地
帯
だ
っ
た
笠
方
地
区
が
沈
ん
で
い
る
。

(
昭
和
6
3
年
5
月
2
8
日
)
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ダムに沈んだ笠方地区は、村一番の穀倉地帯で人口も多かった
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